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　暖地の 普通期水稲で は 分げつ 期か ら穎花数決定期 に か

け て の 気温 が 高 く，寒冷地 の 水稲 に 比べ て，同化産物 の

葉 身 へ の 分 配 率が 高 い こ とが 指摘 さ れ て い る
5
  こ の た

め，幼穂形 成期 に お い て も光合成産物 は，穎花 の 発育よ

り葉 の 生長 に 利用 され，単位葉面積当 た りの 穎花生産効

率が 低 く，穎花数の 確保 が 困難 と な っ て お り
LZ ・n・6・）

，

暖地水稲 の 収量停滞の 大 きな 要因 とな っ て い る。

　 しか し，イ ン ド型晶種 に は 1 穂穎花数 が 多 く，穎花生

産効率が 高く
e ｝，800kg／10a 以 上 の 多収 を あ げ る もの も

あり，また，穂 の 発達 に 密接 な 関係 の ある大維管束系も

日塞型品種 と は 異な るこ と が 指摘 され て い る
4
 

　そ こ で 本試 験 で は ，イ ン ド型 品種と 日 本型 品種を用 い

て ，分げつ 後期 に おけ る温度条件 の 違 い が，葉身 や 穂の

発達 お よ び 穎花 生 産 効率 に 及ぼ す影響 に つ い て 検討 し た。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　試験 は 1993年 に 九州農業試験場 に おい て ，タ カ ナ リ，

水原 258号（イ ン ド型品種）と レ イ ホ ウ．ユ メ ヒ カ リ （日本

型品種）を供試 して 行 っ た 。 6 月23日 に 中苗を，1／5000

a ポ ッ トに 1 株， 3 本植 で 移植 した 。 ポ ッ ト当 た りの 窒

素施肥量 は，元肥 と して ，タ カ ナ iJ，水原 258号 で はO．4

g ，レ イ ホ ウ，ユ メ ヒ カ リ で は 0．3g を，中間追肥 （7月

ig日 ），穂肥 （8 月 13日 と24日 ） と して ，各品種 と もに

そ れ ぞ れ 0．16g を 施用 した 。 元肥 と 中間追肥 で は 燐酸，

カ リ ウム を，穂肥 で は カ リ ウ ム を，そ れ ぞ れ 窒 素 と 同量

を 施用 した 。

　自然 光 型 の コ イ ト トロ ン を 用 い て ．低温 （25−21℃ ．

昼
一
夜 温 ），中 温 （28−24℃ ），高 温 （31− 27℃ ） の 3 段

階 の 温 度処理 区 を 設け，各処 理 区 に 3 ポ ッ トを供試 し た 。

処理期間 は 7 月21日か ら 8 月 4 日 まで の 2 週間 とし，処

理 期間以 外 は 戸外 で 生育 させ た Q 処理 期 間 は 出穂 の 最 も

早か っ た 品種 で は 出穂前39〜25日 に ，最 も遅 か っ た品種

で は 出穂前46〜32 日 に 相当す る 。 出穂後 に 稲株を 堀取 り，

平成 6 年 9 月2上日　第 71回講演会 （第 57回九 州 農業研 究

発表会 と共催）で 発表

主稈 の 上位 4葉 の 葉面積，穎花数， 1次枝梗数お よ び大

維管束数を調査 し，また 1株毎の 葉面積と穎花数を調査

し た 。 試験 に 供試 した 遜 品 種 は 玄 米 千 粒 重 が ほ ぼ 等 しい

ため，総穎花数 が 籾容量を表 して お り，穎花 （籾数）生

産効率
2 ）

は，穎花数 を上位 4 葉 の 葉面積 で 割 り，ユ00c 

当た り の 穎花数 で 表 した 。

　　　　　　　　結果お よび考察

　中温 区の 出穂期 は ，タ カ ナ リ が 8 月29H ，水原 258号，

レイ ホ ウ が 9月 1B ，ユ メ ヒ カリが 9月 6 日で あ っ た。

ま た ， 出穂期 は高 温 区で やや早 く，低温区 で 遅か っ たが，

そ の 差 は 2 日程度で あ っ た 。

　第 1図に は 1 株 に お け る穎花生産効率を示 した 。 穎花

生 産効率は 低 温 区や 中温 区で 高 く，高温区 で は低下す る

傾向を示 した。品 種毎 に み る と，タ カ ナ リが 100〜120，

水原258号 は 80〜110，レイ ホ ウが 70〜8D， ユ メ ヒ カ リが

70前後と．イ ン ド型晶種が 日本型 品 種 に 比べ て 高 か っ た 。

ま た，タ カ ナ IJ，水原 258号 で は 中温 区 で 高く，レ イ ホ

ウ で は低 ・中温 区で高くな っ た 。

　第 2 図に は 主稈 の 穎花生産効率を示 した 。 主 稈 の 穎花
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第 1図　温 度処理 が ｛株 の 穎花生産 効率に及 ぼ す影響

　　　 鬮 ：低温区，國 ： 中温区，畷 ： 高温区

キー
ワ
ード ：水稲，穎花生産 効率，温度，大維管束数，

　　　　　
一次枝梗数

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

10

生 産 効率 も，すべ て の 品種 で 中温区 よ り高温区で 低下 し

た。ま た，タ カ ナ リや 水 原258号 で は 中温区 で ，レ イ ホ

ウ や ユ メ ヒ カ リで は低 温 区 で 穎花生産効率 は高 くな り，

穎花生産効率 か らみ た 生 育 適 温 は供 試 した 4 品種の 中で

は イ ン ド型品種 が 日 本 型 晶種 よ りや や 高 い と考 え ら れ k ，，

　 と こ ろで ，穎花生 産効率 に つ い て 主稈 と 1 株 で の 値を

比べ る と，主 稈で の 値 が 1株 の そ れ よ り大 きい もの の ，

全体 の 傾向 と して は 同様で あ っ た。そ こ で 以 下 に は ，穎

花生産 効 率 に 関与す る要因 に つ い て ，主稈を対象 として

検討 した 。

　第 3図に は，温度処 理 と 上 位 4 葉の 葉面積 との 関係を

示 し た。 レイ ホ ウ と ユ メ ヒ カ リで は 高温条件 に よ
．
） て 葉

面積が や や 増大 した 。 タ カ ナ リと 水原 258号 で も中温区

に 比 べ て 高温 区 で 葉面積 は 増 大 した が，低 温 区で も葉面

積 は 大き くな っ た e 各 葉 位 毎 に み る と，供 試 した 4 品種

と も温度処理期間中 に 伸長 した 葉身の 葉面 積 は 高温 条件

で 増大 して い たが ．そ の 後 に 仲長 した 葉身 に つ い て は イ

ン ド型 品 種 と 日本型 品種 と で 反 応 が 異 な る傾向で あ った 。

しか し，本実験で は主稈葉数 の 違 い を 区 別 して お らず ，
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第 2図　温 度処 理 が 主 稈 の 穎花生産効率 に 及 ぼ す 影 響

　　　 睡 ：低温区，園 ：中温 区，臨 ： 高温 区
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第 3 図 温 度 処 理 が 主穉 の 葉面 積 に及 ぼ す 影 響

　　 驢 ：低 温 区，鬮 ： 中 温 区，鬮 ： 高温 区

　　 注）葉面積は 上位 4 葉 の 合計値 で あ る。

各 葉 位 毎 の 葉 面 積に は そ の 影響 もあ っ た と 考え ら れ ，両

品 種 の 温 度 反 応 の 違 い に つ い て は 更 に 検 討 を 要す る 。

　第 4図 に は 温 度処 理 が 主 桿 の 穎花数 に 及 ぼ す影響を 1

次枝梗着生穎花 と 2 次枝梗着生穎 花 に 分 け て 示 した。高

温条件 で は 1 穂顆花数 は 減 少 し，特 に 2 次 枝 梗 醤生 穎 花

数 の 減少が 著しか っ た 。 こ の た め，2 次枝梗着生穎花数

の 多 い タ カ ナ リや 水原 258号 で は，レ イ ホ ウや ユ メ ヒ カ

リ に 比 べ て 1 穂 穎 花 数 は大 き く減 少 した。

　以 上 の こ とか ら，高温 条 件 で 穎 花 生 産 効率 の 低下 した

要因 は，イ ン ド型品種 で は 高温 に よ り 2 次枝梗着生穎花

数 が 極端 に 減 少 した こ と，日本 型 品種 で は穎花 数 も減少

した が ，葉面 積の 増 大 した こ との 影響 が 大きい と考 え ら

れ た 、，

　 と こ ろ で ， 1 穂穎 花 数 に は 2 次 枝 梗着 生 穎花 数の 影響

が 大 きか ．
っ た の で あ る が ， 1 次 技 硬 着 生 穎花 数 に つ い て

詳 し くみ る と．タ カ ナ リや 水原 258号 で は，高温 に よ り
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第 4 図　温度処理 が 主稈 の 穎花数 に 及 ぼす影 響

　　 嬲 ： 1 穂 穎 花 数 ，匯 ： 1 次枝 梗 着 生 穎 花 数，

　　 口 ： 2 次枝 梗 着生 穎 花 数
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第 5 図　温 度処理 が 主稈 の 1次枝 梗 数，大維 管束数 に

及 ぼす影響

驪 ： 1 次枝梗数，圉 ：穂 首 節問 の 大 維 管 束 数．

廡 ： N1 節 闇 の 大維管束数
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や や 増大 して お り，レイ ホ ウや ユ メ ヒ カ リ と は傾向が 異

な っ た。

　そ こ で ，穂 の 発 達 と 密機 な 関 係 に あ る 大 維管束数 や 1

次枝梗数に つ い て 濃度条件 との 関係を み た の が第 5図 で

あ る。レ イ ホ ウ や ユ メ ヒ カ リで は温度との 間 に は
一

定 の

開 係 は 認 め られ な か っ た 。 しか し，タ カ ナ リ や 水原258

号 で は 温度が 高 い ほ ど，N 王節 間の 大維管菓数 や 1 次枝

梗数が多くな る傾向に あ り，それが 1次枝梗 に 着生す る

穎花数の 増加 に つ なが っ て い る もの と考え られ た。

　本試験 は穎花 の 分化 数 や 退 化数 は 調 査 して お らず，現

存 の 穎花数 に つ い て の 結果 で ある 。しか し，イ ン ド型水

稲 で は ，高温条件 に よ り 1次枝梗数 が 増大 した こ とか ら，

1 穂で の 穎花 の 分化数 も多 くな る と推察 され る 。 そ の 後

の 環境 を 良好 し，穎花 の 退 化 を抑 え る こ とが ，イ ン ド型

水稲の 穎花数 を 増大 さ せ，高温 条件下 に お け る 穎花 生 産

効率の 向上 の ため の
一

方策 と考 え られる 。

　　　　　　　　　　摘　 要

　 イ ン ド型 水稲 と 日本 型 水稲 を用 い て ，分 げ つ 後期 の 温

度条件 の 違 い が 葉身 や 穂 の 発達，お よ び穎花生 産効率に

及 ぼ す 影響 に つ い て 検 討 した。

⊥．　 1 株 お よ び 主 稈 に お け る穎 花 生 産 効 率 （穎花 数 ／上

　位 4 葉葉面 積） は，供試 した 4晶種 と もに 高温 条件 で

　 は低
．
ドした 。ま た ，イ ン ド型 晶 種 で は 中温 区 で ，日本

　型 品 種で は 低温 区 で 高 くな る 傾向に あ り，穎花生 産 効

　率 か ら み た 適媼 は イ ン ド型品種が や や 高 い と考 え られ

　 た Q2

． 高温条件下で 穎花生 産 効率が 低下 した 要因 は ，イ ン

　ド型 品 種で は 高温 に よ り 2次枝梗着生穎花数が 極端に

　減少 した こ と，日本型品種 で は穎花数が 減少 し，葉面

積が 増大 した こ と で あ っ た。

3．　 イ ン ド型品種 で は高温条件 ほ どN1 節間の 大維管束

数， 1次枝梗数お よ び 1 次枝梗着生穎花数が増大 し，

　 日本 型 品種 と は 異 な る 反応 を 示 し た 。
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